
‭公募型企画競争「災害予測評価システム導入検討業務」に係る質問書の回答‬

‭No‬ ‭質問‬ ‭回答‬

‭1‬ ‭予測対象の選定河川数はいくつ程度‬
‭を想定しているか。‬

‭業務仕様書に記載しているとおりです。‬

‭2‬ ‭気象業務法における洪水の予報認可‬
‭は、いつまでに取得することを想定‬
‭しているか。‬

‭業務履行期間中での認可の取得期限は設‬
‭けておりませんが、できるだけ早く運用‬
‭開始できることが本市の防災行政に資す‬
‭ると考えております。‬

‭3‬ ‭運用時間は24時間365日と記載され‬
‭ているが、土砂災害及び洪水の予測‬
‭は融雪も考慮することを想定してい‬
‭るか。‬

‭予測手法は「企画提案に求める事項」に‬
‭関わる内容であるため、回答は差し控え‬
‭させていただきます。‬

‭4‬ ‭本業務で作成したソフトウェアの著‬
‭作権はどのように想定しているか。‬

‭ソフトウェアの著作権は受託者に属する‬
‭ことを想定しています。‬

‭5‬ ‭運用保守の予算はどの程度を見込ん‬
‭でいるか。‬

‭運用保守の予算規模は定まっておりませ‬
‭ん。‬

‭6‬ ‭システムの本格運用時期は令和１１‬
‭年度以降という認識でよいか。‬

‭当該システムの本格運用には気象業務法‬
‭の認可が必要だと認識しています。気象‬
‭業務法の取得期限については質問２のと‬
‭おりです。‬

‭7‬ ‭管理技術者等の要件を示してほし‬
‭い。‬

‭特に定めておりません。‬

‭8‬ ‭ISMS認証は、会社の部署単位でも‬
‭よいか。‬

‭問題ございません。‬

‭9‬ ‭業務実施体制にISMS認証を受けた‬
‭部署の要員を配置することでよい‬
‭か。‬

‭問題ございません。‬

‭10‬ ‭洪水予報河川について、河川管理者‬
‭より洪水予測の情報提供があるた‬
‭め、本システムの対象外という認識‬
‭でよいか。‬

‭対象となる河川の選定は「企画提案に求‬
‭める事項」に関わる内容であるため、回‬
‭答は差し控えさせていただきます。‬

‭11‬ ‭別紙４のその他指定河川から予測対‬
‭象河川を選定する場合、業務着手時‬
‭に流下能力評価資料の提供はある‬
‭か。‬

‭提供予定はございません。‬

‭12‬ ‭仕様書に示した成果品以外について‬
‭の知的財産権等は受託者に属すると‬
‭いう理解でよいか。‬

‭お見込みのとおり。‬



‭13‬ ‭本業務に運用保守は含まれないとい‬
‭う理解でよいか。‬

‭履行期間中に本格運用が開始することが‬
‭できれば本業務に運用保守を含みます。‬
‭なお、本格運用の時期については質問２‬
‭への回答のとおりです。‬

‭14‬ ‭予測対象河川の選定において、過去‬
‭に避難情報を発令された河川の一部‬
‭を予測対象に含めればよいか。‬

‭対象となる河川の選定は「企画提案に求‬
‭める事項」に関わる内容であるため、回‬
‭答は差し控えさせていただきます。‬

‭15‬ ‭過去に避難情報が発令された河川の‬
‭区間をご教示願います。‬

‭過去に避難情報が発令された河川はいず‬
‭れも水位周知河川（北海道管理区間）の‬
‭区間です。‬

‭16‬ ‭本業務において、浸水域や浸水深の‬
‭予測は不要という理解でよいか。‬

‭「企画提案に求める事項」に関わる内容‬
‭であるため、回答は差し控えさせていた‬
‭だきます。‬

‭17‬ ‭過去事例に基づく検証について、履‬
‭行検査の合格基準を示してくださ‬
‭い。‬

‭具体的な基準は示せませんが、仕様書に‬
‭記載しているとおり本業務で検討した予‬
‭測手法により、避難情報発令基準の危険‬
‭性予測について適切に報告書として整理‬
‭することなどが考えられます。‬

‭18‬ ‭過去事例の検証に必要な気象データ‬
‭は提供されるか。‬

‭原則、受託者で必要な情報を収集するこ‬
‭とを想定しております。‬

‭19‬ ‭過去事例の検証に必要な当時のマ‬
‭ニュアル類の提供時期を示してくだ‬
‭さい。‬

‭業務着手後、速やかに提供いたします。‬

‭20‬ ‭土砂災害の危険度判定の参考のた‬
‭め、北海道のシステムの仕様や設定‬
‭等の情報を提供いただきたい。‬

‭北海道にお問い合わせください。‬

‭21‬ ‭ダッシュボードに表示する「札幌市‬
‭による観測データ」の具体的な内容‬
‭をご教示願います。‬

‭本市で観測している雨量等の気象データ‬
‭を想定しております。‬

‭22‬ ‭システムの操作研修は必要か。‬
‭必要な場合、研修に必要なPC等の‬
‭機材・環境は委託者で用意する認識‬
‭でよいか。‬

‭操作研修の実施は委託者との協議により‬
‭ます。‬
‭なお、研修に必要な機材・環境は委託者‬
‭で用意する想定です。‬

‭23‬ ‭システム連携について、札幌市以外‬
‭のシステムとの連携は想定不要でよ‬
‭いか。‬

‭現時点では想定しておりません。‬

‭24‬ ‭現時点で、履行期間内におけるマ‬
‭ニュアル改訂予定をご教示願いた‬
‭い。‬

‭R8出水期より運用開始が予定されている‬
‭新しい防災気象情報に対応したマニュア‬
‭ルの改訂を予定しておりますが、改訂時‬
‭期は未定です。‬

‭25‬ ‭本格運用の時期は、委託者との協議‬
‭により決定するとの理解でよいか。‬

‭お見込みのとおり。‬



‭26‬ ‭仮運用期間中のサポート体制はシス‬
‭テムの操作説明などの習熟支援とい‬
‭う認識でよいか。‬

‭問題ございません。‬

‭27‬ ‭システム運用保守について、受託者‬
‭がシステムの稼働監視等を担当し、‬
‭委託者が一般利用者へのサポートを‬
‭行うという理解でよいか。‬

‭業務仕様書に記載しているとおりです。‬

‭28‬ ‭定例会はオンライン開催でも認めら‬
‭れるのか。‬

‭定例会はオンライン開催でも問題ござい‬
‭ません。‬

‭29‬ ‭システム構築段階における打ち合わ‬
‭せ頻度はどの程度想定しているか。‬
‭また、打ち合わせはオンライン開催‬
‭が認められるのか。‬

‭システム構築段階における打ち合わせ頻‬
‭度は協議により定めることを想定してお‬
‭ります。また、打ち合わせはオンライン‬
‭開催でも問題ございません。‬

‭30‬ ‭二次審査でシステムデモを実施する‬
‭場合の環境をご教示願いたい。‬

‭二次審査対象者への通知時に示させてい‬
‭ただきます。‬

‭31‬ ‭本業務により得られた予測結果に基‬
‭づく避難情報発令について、受託者‬
‭は責任を負わないという理解でよい‬
‭か。‬

‭お見込みのとおり。‬

‭32‬ ‭当該システムで得られた予測結果は‬
‭委託者のみが利用し、一般公開しな‬
‭いという認識でよいか。‬

‭お見込みのとおり。‬

‭33‬ ‭予測に用いる雨量データは委託者か‬
‭ら提供されるか。‬

‭受託者で用意いただくことを想定してお‬
‭ります。‬


